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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】
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ｇ
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Ｌ
ｉ
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【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
２
１
Ｒ

【
作
者
名
】

　
く
す
く
す
マ
ッ
ク
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
は
竜
と
人
間
が
調
和
し
て
生
き
る
国
。

・
・
・
と
は
言
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い
し
、
国
と
い
う
と
少
し

大
袈
裟
か
も
し
れ
な
い
。

島
、
と
言
っ
た
方
が
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
島
は
、
今
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
君
か
ら
見
れ
ば
、
近
代
的
な
の
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
自
然
が
無
い
わ
け
で
も
な
い
。

ド
ラ
ゴ
ン
が
古
く
か
ら
守
り
続
け
て
い
る
大
木
の
付
近
に
は
ド
ラ
ゴ
ン
が
住
め
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る
よ
う
に
自
然
が
作
っ
て
あ
る
。

大
木
は
島
の
ど
真
ん
中
。

中
心
に
は
色
々
な
ド
ラ
ゴ
ン
が
住
ん
で
い
る
。

商
業
用
の
ド
ラ
ゴ
ン
「
コ
マ
ー
ス
」

養
育
用
の
ド
ラ
ゴ
ン
「
ア
ブ
リ
ン
ギ
ン
グ
」

農
業
用
の
ド
ラ
ゴ
ン
「
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
」

そ
し
て
、
今
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い
る
、

戦
闘
用
の
ド
ラ
ゴ
ン
「
コ
ン
バ
ッ
ト
」

一
番
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
コ
マ
ー
ス
」
。

荷
運
び
な
ど
に
便
利
だ
か
ら
、
ら
し
い
。

「
コ
ン
バ
ッ
ト
」
に
な
れ
る
ド
ラ
ゴ
ン
は
５
頭
に
１
頭
と
、
比
較
的
小
量
だ
。

だ
か
ら
こ
こ
は
人
も
戦
闘
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

人
が
使
う
武
器
は
主
に
「
銃
」
や
「
剣
」
だ
。

伝
説
に
よ
る
と
、
神
々
に
選
ば
れ
し
２
頭
の
ド
ラ
ゴ
ン

「
聖
な
る
竜
」
と
「
暗
黒
の
竜
」

が
封
印
さ
れ
た
剣
が
ど
こ
か
に
封
印
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

そ
の
伝
説
に
な
ら
っ
て
、
今
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
の
能
力
を
武
器
に
取
り
込
む
こ
と

も
不
可
能
じ
ゃ
な
い
。

最
近
は
そ
の
技
術
を
使
っ
た
武
器
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

ド
ラ
ゴ
ン
は
人
を
選
び
、
人
は
ド
ラ
ゴ
ン
に
選
ば
れ
る
。

そ
の
為
選
ば
れ
た
者
と
選
ん
だ
ド
ラ
ゴ
ン
は
、
心
を
通
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
相

手
の
言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
そ
ん
な
島
で
た
だ
一
人
の
落
ち
こ
ぼ
れ
の
人
間
ア
ル
フ
ォ
ス
と
、

彼
を
選
ん
だ
、
神
々
に
選
ば
れ
し
竜
の
葛
藤
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。
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Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｌ
　
第
１
話
「
落
ち
こ
ぼ
れ
の
勇
者
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
ぁ
～
・
・
・
。
」

学
校
が
終
わ
り
、
や
る
事
も
無
い
ア
ル
フ
ォ
ス
は
、
商
店
街
を
ぶ
ら
つ
い
て
い

た
。

「
よ
ぅ
！
！
ど
っ
か
の
落
ち
こ
ぼ
れ
さ
ん
よ
ぉ
！
！
」

「
今
日
も
ま
た
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
る
の
か
？
可
愛
そ
う
に
な
ぁ
！
！

　
は
は
は
は
は
は
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
。
」

何
を
言
い
返
せ
ば
い
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
、
気
分
転
換
に
、
島
の
中
心
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

ザ
ワ
ザ
ワ
ザ
ワ
・
・
・

グ
オ
ォ
ォ
ォ
！
！

人
の
声
や
、
ド
ラ
ゴ
ン
の
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

ニ
ク
ス
「
・
・
・
ん
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
あ
。
」

ニ
ク
ス
「
よ
ぉ
、
ニ
ク
ス
。
ど
う
し
た
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ぁ
あ
、
ち
ょ
っ
と
。
気
分
転
換
に
中
心
の
森
で
休
ん
で
こ
よ
う

と
思
っ
て
。
」

ニ
ク
ス
「
ふ
～
ん
、
相
変
わ
ら
ず
の
ん
び
り
や
だ
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
ぁ
・
・
・
ね
。
」

ニ
ク
ス
「
俺
は
こ
い
つ
の
世
話
で
忙
し
い
か
ら
、
今
は
い
け
な
い
け
ど
、

　
　
　
　
ま
た
今
度
、
一
緒
に
行
こ
う
ぜ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
ん
。
」

イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
（
ニ
ク
ス
の
相
棒
竜
）
「
ギ
ュ
オ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
ォ
！
！
！
」

た
っ
・
・
・
た
っ
・
・
・
た
っ
・
・
・

と
ぼ
と
ぼ
と
、
森
に
向
か
う
。

途
中
で
こ
ん
な
声
も
聞
こ
え
た
り
す
る
。

「
お
い
、
見
ろ
よ
。
落
ち
こ
ぼ
れ
の
『
ア
ル
フ
ォ
ス
』
だ
ぜ
。
」
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「
あ
、
ホ
ン
ト
だ
。
情
け
な
い
よ
な
。
俺
達
よ
り
年
上
な
の
に
。
」

「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
・
・
・
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
。
」

と
り
あ
え
ず
無
視
し
て
進
む
。

ザ
ザ
ザ
ッ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
ふ
ふ
っ
、
や
っ
ぱ
り
落
ち
着
く
な
～
・
・
・
。
こ
の
木

の
近
く
に
い
る
と
。

　
　
　
　
　
　
い
や
な
こ
と
全
部
忘
れ
て
・
・
・
ん
？
」

ふ
と
横
を
見
る
と
、
見
た
こ
と
な
い
道
が
続
い
て
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
こ
ん
な
道
、
あ
っ
た
っ
け
な
ぁ
・
・
・
。
」

と
り
あ
え
ず
進
ん
で
み
る
。

ス
タ
・
・
・
ス
タ
・
・
・
ス
タ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
・
・
・
。
」

あ
た
り
は
暗
く
、
木
漏
れ
日
だ
け
が
道
を
照
ら
し
て
い
る
。

ス
タ
・
・
・
ス
タ
・
・
・
ス
タ
・
・
・

ザ
ザ
ァ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
っ
・
・
・
。
」

木
々
を
押
し
の
け
る
と
、
閃
光
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
こ
・
・
・
、
こ
こ
は
・
・
・
？
」

深
く
澄
ん
だ
水
色
の
湖
。
そ
れ
を
囲
う
よ
う
に
並
ぶ
木
々
。

湖
の
中
心
に
堂
々
と
突
っ
立
っ
て
い
る
大
き
な
太
い
木
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
も
し
か
し
て
・
・
・
、
こ
れ
が
本
当
の
大
木
・
・
・
？
」

そ
っ
と
木
に
近
づ
い
て
い
く
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
、
大
木
に
手
を
当
て
た
。

キ
イ
ィ
ィ
ィ
イ
ン
！
！
！

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
わ
っ
！
！
？
？
」

目
の
前
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

「
お
い
、
ど
う
す
る
？
俺
に
は
コ
イ
ツ
し
か
い
ね
ェ
と
思
う
ん
だ
が
・
・
・
。
」

頭
の
中
に
直
接
声
が
響
い
て
く
る
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
な
っ
、
何
だ
・
・
・
！
？
」
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「
は
い
、
私
も
同
意
見
で
す
。
き
っ
と
こ
の
方
な
ら
・
・
・
。
」

「
や
っ
ぱ
り
・
・
・
、
だ
よ
な
。
コ
イ
ツ
な
ら
、
き
っ
と
俺
ら
を
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
誰
だ
・
・
・
！
？
誰
な
ん
だ
よ
ぉ
・
・
・
！
？
」

キ
イ
ィ
ィ
ィ
イ
ン
！
！
！

今
度
は
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。

　
　
　
・

　
　
　
・

　
　
　
・

　
　
　
・

　
　
　
・

　
　
　
・

ザ
ワ
ザ
ワ
ザ
ワ
ザ
ワ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
・
・
・
。
」

目
を
開
け
る
と
、
自
分
の
家
の
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
に
寝
て
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
・
・
・
あ
れ
・
・
・
？
」

一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

家
か
ら
出
る
と
、
そ
こ
は
い
つ
も
の
町
並
み
だ
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
～
ん
、
っ
か
し
ー
な
ー
・
・
・
。
」

ス
タ
・
・
・
ス
タ
・
・
・
ス
タ
・
・
・

も
う
一
度
大
木
の
と
こ
ろ
に
言
っ
て
み
た
。

け
れ
ど
、
あ
の
道
は
無
か
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
夢
・
・
・
だ
っ
た
の
か
・
・
・
？
」

ガ
サ
ガ
サ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
！
？
」

後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
島
の
族
長
の
よ
う
な
存
在
の
人
が
い

た
。

族
長
「
こ
っ
、
こ
れ
！
！
そ
こ
で
何
を
し
て
お
る
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
何
を
っ
て
・
・
・
特
に
理
由
は
・
・
・
。
」

族
長
「
そ
れ
に
・
・
・
、
何
故
そ
ん
な
に
大
木
に
近
づ
い
て
お
る
！
！
神
が
宿

る
大
木
じ
ゃ
！
！
！
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貴
様
の
よ
う
な
汚
れ
た
も
の
に
触
れ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ん
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
何
故
、
貴
方
の
様
な
、
神
に
近
い
存
在
の
方
が
人
間
を
差
別
す

る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
！
！
」

族
長
「
う
っ
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
神
は
人
を
差
別
し
た
り
し
な
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
・
・
・
」

族
長
「
私
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
か
！
！
な
ら
ば
格
な
る
上
は
・
・
・
。
」

ギ
ュ
イ
イ
ン
・
・
・

族
長
は
、
手
に
気
功
の
よ
う
な
大
き
な
玉
が
出
来
上
が
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
な
っ
・
・
・
。
」

族
長
「
力
尽
く
で
追
い
出
す
ま
で
ッ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
お
い
・
・
・
！
！
！
」

「
へ
ー
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
気
に
入
っ
た
ぜ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
！
！
」

チ
ュ
ド
オ
ォ
ン
！
！
（
↑
気
功
が
発
射
さ
れ
る
音
）

ヒ
ュ
ゥ
ン
・
・
・

グ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
！
！
！
！

バ
ア
ァ
ァ
ン
！
！
！

ビ
ュ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
く
っ
・
・
・
。
」

あ
た
り
に
爆
風
が
起
き
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
大
木
を
掴
ん
で
い
た
。

族
長
「
な
っ
、
な
ん
じ
ゃ
！
？
」

グ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・

「
グ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
オ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
」
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Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｌ
　
第
２
話
「
落
ち
て
こ
ぼ
れ
た
２
匹
の
神
さ
ん
」

チ
ュ
ド
オ
ォ
ン
！
！
（
↑
気
功
が
発
射
さ
れ
る
音
）

ヒ
ュ
ゥ
ン
・
・
・

グ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
！
！
！
！

バ
ア
ァ
ァ
ン
！
！
！

ビ
ュ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
く
っ
・
・
・
。
」

あ
た
り
に
爆
風
が
起
き
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
大
木
を
掴
ん
で
い
た
。

族
長
「
な
っ
、
何
じ
ゃ
！
？
」

グ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・

「
グ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
オ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
い
・
・
・
一
体
何
が
・
・
・
く
っ
・
・
・
。
」

フ
ウ
ゥ
ゥ
・
・
・

風
が
治
ま
る
と
、
目
の
前
に
は
大
き
な
黒
い
物
陰
が
あ
っ
た
。

族
長
「
ま
っ
・
・
・
、
ま
さ
か
・
・
・
、
伝
説
の
竜
・
・
・

　
　
　
『
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
』
だ
と
っ
・
・
・
！
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
グ
ル
ル
オ
ォ
・
・
・
。
」

族
長
「
あ
り
え
ん
、
あ
り
え
ん
ぞ
！
！

　
　
　
そ
ん
な
・
・
・
そ
ん
な
は
ず
は
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
と
呼
ば
れ
た
竜
は
、
少
し
ア
ル
フ
ォ
ス
に
目
を
や
っ
た
。

す
る
と
、
ア
ル
フ
ォ
ス
の
頭
の
中
に
直
接
声
が
響
い
て
き
た
。

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
し
っ
か
り
掴
ま
っ
て
ろ
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
へ
・
・
・
？
」

ブ
ン
！
！

竜
は
尻
尾
を
振
り
、
ア
ル
フ
ォ
ス
を
弾
き
飛
ば
し
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
わ
っ
！
？
」

す
る
と
ア
ル
フ
ォ
ス
は
自
然
と
竜
に
ま
た
が
っ
た
。
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ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
グ
ォ
オ
ァ
！
！
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
そ
う
吐
き
捨
て
る
と
、
空
へ
舞
い
上
が
っ
た
。

た
だ
ひ
た
す
ら
上
に
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
飛
ん
で
い
く
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
落
と
さ
れ
ぬ
よ
う
、
し
っ
か
り
と
竜
を
掴
ん
で
い
た
。

少
し
す
る
と
、
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
水
平
に
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
。

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
君
は
・
・
・
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
あ
？
　
知
る
か
。
俺
は
た
だ
神
に
選
ば
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
最
も
強
力
な
竜
と
し
て
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
？
　
も
し
か
し
て
、
あ
の
『
暗
黒
の
竜
』
・
・
・
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
そ
れ
が
、
ど
う
か
し
た
か
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
何
で
話
が
で
き
る
ん
だ
・
・
・
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
・
・
・
鈍
感
だ
な
。
ま
だ
気
付
か
な
い
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
『
俺
ら
』
が
お
前
を
選
ん
だ
ん
だ
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
『
俺
ら
』
っ
て
こ
と
は
も
し
か
し
て
あ
の
『
聖
な
る
竜
　
ラ
フ

ァ
エ
ル
ド
』

　
　
　
　
　
　
も
・
・
・
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
嘘
だ
。
こ
れ
は
夢
だ
。
夢
に
違
い
な
い
！
！
」

パ
チ
ン
！
！

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
。
」
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痛
い
・
・
・
？

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
・
・
・
、
マ
ジ
か
よ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
竜
は
人
を
選
ぶ
。
選
ば
れ
た
者
は
そ
の
竜
と
は
離
れ
ら
れ
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
古
く
か
ら
の
掟
だ
。
知
っ
て
る
よ
な
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
ぁ
・
・
・
、
そ
れ
く
ら
い
は
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
っ
つ
ー
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
ぜ
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
ぁ
、
う
ん
・
・
・
　
よ
ろ
し
く
。

　
　
　
　
　
　
・
・
・
は
ぁ
！
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
何
だ
、
嫌
な
の
か
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
違
う
よ
、
こ
の
僕
が
、
何
で
こ
ん
な
神
に
選
ば
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン

た
ち
な
ん
か
に
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
神
は
差
別
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
そ
っ
か
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
、
僕
、
本
当
に
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
選
ば
れ
た
ん
だ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
ず
い
ぶ
ん
と
嬉
し
そ
う
だ
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
当
た
り
前
だ
ろ
！
僕
み
た
い
な
島
の
落
ち
こ
ぼ
れ
が
、

　
　
　
　
　
　
伝
説
の
勇
者
ー
み
た
い
な
す
っ
げ
ー
存
在
に
な
れ
る
な
ん
て
・
・

・
。

　
　
　
　
　
　
ん
？
待
て
よ
・
・
・
僕
み
た
い
の
に
そ
ん
な
役
が
務
ま
る
の
か
・

・
・
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
務
ま
る
さ
。
何
故
な
ら
、
俺
ら
が
選
ん
だ
か
ら
さ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
そ
っ
か
、
君
達
が
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
そ
う
い
え
ば
、
も
う
一
頭
の
ド
ラ
ゴ
ン
は
何
処
に
い
る
の
？
」



10

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
さ
あ
な
。
俺
が
知
る
由
も
無
い
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
い
や
、
知
っ
て
な
き
ゃ
い
け
な
い
だ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
だ
っ
て
伝
説
に
あ
る
剣
は
、
２
つ
の
力
が
合
わ
さ
っ
て
初
め
て

１
本
の
剣
が
で
き
る
か
ら
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
あ
の
剣
は
、
元
々
対
と
な
る
２
本
の
剣
だ
っ
た
。
い
や
、
な

ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
で
な
き
ゃ
俺
ら
が
離
れ
ら
れ
る
な
ん
て
天
地
が
ひ
っ
く
り
返

っ
て
も
あ
り
え
な
い
話
だ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
そ
う
な
ん
だ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
あ
れ
は
１
本
で
も
２
本
で
も
使
え
る
万
能
な
剣
な
ん
だ
。
す

ご
い
だ
ろ
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
ぁ
、
す
ご
い
ん
だ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
パ
ッ
と
し
な
い
反
応
だ
な
・
・
・
。
」

そ
の
時
、
バ
サ
ッ
　
バ
サ
ッ
　
バ
サ
ッ
　
と
羽
音
が
聞
こ
え
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
な
、
何
だ
！
？
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
に
来
た
み
た
い
だ
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
さ
か
・
・
・
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
・
・
・
？
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
「
グ
オ
ォ
オ
ォ
ォ
ォ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
後
ろ
に
方
向
転
換
し
た
。

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
「
初
め
ま
し
て
、
ア
ル
フ
ォ
ス
さ
ん
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
、
ど
う
も
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
っ
て
何
で
僕
の
名
前
を
？
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
「
知
ら
な
い
わ
け
無
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
さ
っ
き
あ
そ
こ
で
大
騒
ぎ
し
て
た
も
ん
な
。
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
「
そ
れ
よ
り
も
、
も
う
す
ぐ
貴
方
の
家
で
す
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
、
ホ
ン
ト
だ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
俺
ら
は
降
ろ
し
た
ら
す
ぐ
さ
ま
に
剣
に
戻
る
。

　
　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
ど
っ
か
お
前
が
わ
か
る
場
所
に
置
い
と
け
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
わ
か
っ
た
。
・
・
・
う
ん
。
」

ギ
ュ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ン
！
！
！
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ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
急
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
わ
っ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
は
振
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
や
っ
べ
。
」

キ
イ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
が
と
っ
さ
に
ア
ル
フ
ォ
ス
を
背
に
乗
せ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
ぁ
、
は
ぁ
、
死
ぬ
か
と
思
っ
た
ぁ
・
・
・
。
」

ま
ぁ
な
ん
や
か
ん
や
で
家
の
前
に
着
い
た
。

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
「
戻
る
ぞ
。
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
「
は
い
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
た
ね
。
」

ヴ
ン
・
・
・
　
ド
サ
ッ

漆
黒
と
純
白
の
２
対
の
剣
は
、
芝
生
の
上
に
落
ち
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
家
に
入
り
、
自
分
の
部
屋
の
机
の
上
に
あ
る
刀
掛
け
に
つ
い
て

い
る

剣
を
は
ず
し
、
そ
こ
に
２
つ
を
あ
わ
せ
て
置
い
た
。

翌
日
・
・
・

１
階
に
下
り
る
と
、
ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
新
聞
を
読
ん

で
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
父
に
こ
う
言
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
父
さ
ん
、
剣
術
を
教
え
て
よ
。
」

ブ
ゥ
ッ

父
は
お
茶
を
噴
き
出
し
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
「
あ
ぁ
？
お
前
が
か
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
お
願
い
だ
よ
、
教
え
て
よ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
は
立
派
な
剣
術
を
持
っ
て
い
る
。

剣
術
の
教
師
免
許
も
持
っ
て
い
る
の
だ
。

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
「
馬
鹿
を
言
う
な
。
お
前
に
剣
技
な
ど
使
え
る
も
の
か
。
」
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ア
ル
フ
ォ
ス
「
頼
む
よ
父
さ
ん
！
！
強
く
な
り
た
い
ん
だ
よ
、
僕
は
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
「
は
ぁ
・
・
・
、
お
前
の
そ
の
自
信
は
何
処
か
ら
あ
り
ふ
れ

て
く
る
の
か
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
期
は
剣
技
の
新
米
も
多
い
だ
ろ
う
し
、
ま
あ
い
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
つ
に
戦
闘
の
極
意
を
覚
え
さ
せ
る
い
い
機
会
だ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
り
が
と
う
、
父
さ
ん
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
「
訓
練
は
明
後
日
か
ら
だ
。
そ
の
間
、
し
っ
か
り
準
備
を
し

て
お
け
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
い
、
父
さ
ん
！
！
！
」
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Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｌ
　
第
３
話
「
特
訓
開
始
！
！
」

あ
れ
か
ら
２
日
。

ア
ル
フ
ォ
ス
は
少
し
錆
び
た
剣
を
手
に
し
、
階
段
を
駆
け
下
り
た
。

そ
の
勢
い
で
玄
関
を
飛
び
出
し
、
少
し
周
り
を
見
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
に
乗
っ
て
今
日
も
騒
が
し
い
こ
の
島
で
、
一
人
ポ
ツ
ン
と
突
っ
立
っ

て
い
る
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
ぁ
・
・
・
。
」

た
め
息
を
一
つ
吐
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
何
を
落
ち
込
ん
で
い
る
の
だ
僕
は
。
僕
は
伝
説
の
竜
に

選
ば
れ
た
最
ｋ
ｙ
・
・
・
」

ド
ン
！
！

で
ぶ
「
お
っ
と
、
悪
ィ
・
・
・
と
思
っ
た
ら
、
落
ち
こ
ぼ
れ
の
ア
ル
フ
ォ
ス
君

じ
ゃ
な
い
か
！
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！

　
　
　
ハ
ー
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
・
・
・
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
。
い
つ
か
ギ
ャ
フ
ン
と
い
わ
せ
て
や
る
。
」

数
分
歩
い
て
い
る
と
、
Ｔ
（
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）
Ｂ
（
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
）
Ｓ
（
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
Ｒ
（
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
着
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
こ
こ
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
Ｒ
か
・
・
・
、
夢
み
た
い
だ
な
。
僕
が
こ
こ
に

こ
れ
る
な
ん
て
。
」

ウ
ィ
ー
ン
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
わ
っ
！
？
・
・
・
何
だ
。
自
動
ド
ア
か
・
・
・
。
」

ス
タ
ス
タ
ス
タ

と
ー
さ
ん
「
遅
い
ぞ
ア
ル
フ
ォ
ス
。
３
分
遅
刻
だ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
僕
に
は
ド
ラ
ゴ
ン
が
い
な
い
ん
だ
。
早
い
ほ
う
だ
ろ
？
」

と
ー
さ
ん
「
甘
い
な
。
こ
こ
の
脂
肪
く
ん
だ
っ
て
歩
い
て
き
た
ん
だ
ぞ
。
」

で
ぶ
「
脂
肪
く
ん
っ
て
や
め
ろ
よ
。
」

と
ー
さ
ん
「
そ
れ
に
遅
刻
と
い
う
の
は
な
ん
や
か
ん
や
で
あ
ー
で
こ
ー
で
そ
ー
で

　
　
　
　
　
あ
ー
も
う
め
ん
ど
く
せ
ー
。
と
に
か
く
、
こ
れ
か
ら
訓
練
を
始
め
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る
。

　
　
　
　
　
ア
ル
フ
ォ
ス
、
そ
こ
に
並
べ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
ー
い
は
い
。
」

と
ー
さ
ん
「
は
い
は
１
回
！
伸
ば
さ
な
い
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ハ
イ
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
よ
し
、
そ
れ
で
は
ま
ず
武
器
の
基
本
と
な
る
素
振
り
を
練
習
し
よ

う
。

　
　
　
　
　
皆
、
武
器
は
持
っ
て
き
た
か
？
」

デ
ブ
「
お
う
よ
。
」

他
人
１
「
こ
れ
で
い
い
っ
ス
か
？
」

他
人
２
「
俺
は
ハ
ン
マ
ー
も
っ
て
き
た
ぜ
。
・
・
・
日
曜
大
工
品
の
。
」

他
人
３
「
私
の
は
お
父
様
に
磨
い
て
も
ら
っ
た
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
剣
よ
。
」

コ
カ
ゲ
「
だ
か
ら
な
ん
な
ん
だ
。
」

他
人
３
「
だ
か
ら
と
は
何
よ
。
」

コ
カ
ゲ
「
ん
？
な
に
？
」

他
人
３
「
だ
っ
て
あ
な
た
が
今
・
・
・
」

と
ー
さ
ん
「
私
語
は
慎
め
！
！
」

全
員
「
ハ
イ
！
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
良
い
返
事
だ
！
！
縦
振
り
か
ら
練
習
す
る
ぞ
。

　
　
　
　
　
ま
ず
利
き
手
を
つ
ば
に
近
づ
け
て
柄
を
持
て
。

　
　
　
　
　
そ
し
て
も
う
一
方
の
手
で
柄
の
下
の
方
を
持
つ
ん
だ
。

　
　
　
　
　
肘
を
し
っ
か
り
体
に
着
け
ろ
。
勢
い
の
良
い
振
り
が
で
き
な
い
か

ら
な
。

　
　
　
　
　
ま
あ
車
で
言
う
な
ら
利
き
手
が
エ
ン
ジ
ン
、
反
対
の
手
が
ハ
ン
ド

ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　
　
　
　
　
よ
し
、
ま
ず
は
１
回
振
っ
て
み
ろ
。
・
・
・
っ
と
そ
の
前
に
、
木

刀
に
変
え
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
真
剣
で
や
る
と
ま
あ
危
な
い
か
ら
な
。
」

全
員
「
ハ
イ
！
！
！
」

全
員
は
木
刀
を
持
っ
て
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
振
っ
た
。
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ブ
ン
！
！

デ
ブ
「
う
お
っ
！
？
」

デ
ブ
の
木
刀
が
前
に
飛
ん
で
い
っ
た
。

と
ー
さ
ん
「
お
い
、
脂
肪
！
！
何
を
し
て
る
！
！
し
っ
か
り
持
て
！
！
！
」

デ
ブ
「
だ
か
ら
脂
肪
っ
て
や
め
て
よ
！
！
」

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

ガ
シ
ッ

デ
ブ
「
あ
ー
も
ー
め
ん
ど
く
せ
ー
な
ー
。
」

と
ー
さ
ん
「
私
語
は
慎
め
と
い
っ
た
だ
ろ
う
！
！
」

デ
ブ
「
は
い
・
・
・
。
」

と
ー
さ
ん
「
〇
〇
！
！
も
っ
と
足
に
力
を
入
れ
ろ
！
！
△
△
！
！
背
中
を
立
て

ろ
！
！
□
□
！
！
脇
を
あ
け
る
な
！
！

　
　
　
　
　
コ
カ
ゲ
！
！
」

コ
カ
ゲ
「
は
い
っ
！
？
」

と
ー
さ
ん
「
良
い
振
り
だ
！
！
そ
の
ま
ま
続
け
ろ
！
！
！
」

コ
カ
ゲ
「
は
い
っ
！
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
・
・
・
ア
ル
フ
ォ
ス
、
何
だ
お
前
は
・
・
・
！
！
悪
い
と
こ
ろ
ば

か
り
じ
ゃ
な
い
か
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
い
・
・
・
。
」

と
ー
さ
ん
「
こ
り
ゃ
補
習
授
業
だ
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
ぁ
～
。
」

ま
あ
な
ん
や
か
ん
や
で
練
習
が
終
わ
り
、
夕
飯
を
食
べ
に
、
全
員
で
近
く
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
～
、
ど
れ
に
し
よ
っ
か
な
～
。
」

と
ー
さ
ん
「
お
子
様
セ
ッ
ト
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
小
学
生
以
下
限
定
だ
よ
。
」

と
ー
さ
ん
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
っ
た
な
。
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
っ
た
く
も
ぅ
・
・
・
。
」

他
人
１
「
す
ま
せ
ん
、
僕
こ
れ
で
い
い
で
す
か
？
」

と
ー
さ
ん
「
お
お
、
い
い
ぞ
。
今
日
は
俺
の
お
ご
り
だ
！
！
」
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皆
「
い
ぇ
ー
い
！
！
」

他
人
２
「
じ
ゃ
ー
俺
コ
レ
！
！
」

他
人
３
「
あ
た
し
、
コ
レ
！
！
」

コ
カ
ゲ
「
僕
コ
レ
。
」

と
ー
さ
ん
「
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
頼
め
よ
。
」

皆
「
え
、
マ
ジ
で
。
」

と
ー
さ
ん
「
え
・
・
・
、
い
や
、
冗
談
だ
よ
、
冗
談
。
」

皆
「
何
だ
。
」

と
ー
さ
ん
「
そ
れ
に
し
て
も
、
皆
中
々
上
手
く
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
一
日
で

こ
ん
な
に

　
　
　
　
　
上
手
に
な
る
や
つ
は
久
し
ぶ
り
だ
な
。
」

他
人
２
「
そ
ー
だ
ろ
、
そ
ー
だ
ろ
！
！
」

他
人
３
「
当
然
じ
ゃ
な
い
。
」

コ
カ
ゲ
「
僕
そ
ん
な
に
上
手
く
な
っ
た
か
？
」

と
ー
さ
ん
「
皆
上
手
く
な
っ
た
ぞ
！
！
・
・
・
ア
ル
フ
ォ
ス
を
除
い
て
。
」

全
員
「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ハ
ハ
・
・
・
笑
う
な
！
！
」

で
ぶ
「
ハ
ハ
ハ
っ
・
・
・
。
お
前
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
落
ち
こ
ぼ
れ
・
・
・
」

ガ
シ
ャ
ァ
ー
ン
！
！

他
人
１
「
な
、
何
だ
！
？
」

「
ぎ
ゃ
は
ぁ
ー
！
！
！
皆
逃
げ
ろ
ー
！
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
皆
、
気
を
つ
け
ろ
。

　
　
　
　
　
・
・
・
何
が
、
あ
っ
た
ん
だ
？
」

「
た
っ
、
大
変
ダ
ァ
ー
！
！
！
！
　
ド
ラ
ゴ
ン
だ
！
！
ド
ラ
ゴ
ン
が
暴
れ
だ
し

た
！
！
！

　
っ
て
い
う
か
攻
め
て
来
た
！
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
な
ん
だ
っ
て
ェ
！
！
？
？
　
ド
ラ
ゴ
ン
が
！
？
」

「
あ
あ
、
は
ぁ
、
ぅ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
よ
、
何
故
か
、
ド
ラ
ゴ
ン
が
急
に
・
・
・

。
」

と
ー
さ
ん
「
他
に
は
？
」
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「
あ
と
、
人
が
乗
っ
て
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
の
、
上
に
・
・
・
。
」

ド
カ
ア
ァ
ー
ン
！
！

と
ー
さ
ん
「
よ
し
、
俺
が
行
っ
て
来
る
。
」

「
ど
う
か
、
お
気
を
つ
け
て
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
と
ー
さ
ん
、
僕
も
連
れ
て
っ
て
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
な
に
を
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
！
！
こ
れ
は
お
前
の
よ
う

な
ヤ
ツ
に
で
き
る
仕
事
じ
ゃ
な
い
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
や
だ
よ
！
！
行
く
！
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
お
前
は
い
つ
ま
で
子
供
な
ん
だ
！
！
お
子
様
ラ
ン
チ
で
も
食
っ
て

ろ
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
う
・
・
・
。
」

と
ー
さ
ん
「
い
い
か
、
こ
こ
で
大
人
し
く
し
て
ろ
。
他
の
奴
ら
に
も
そ
う
言
っ

と
け
。

　
　
　
　
　
い
い
な
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
う
ん
・
・
・
。
」

他
人
１
「
何
だ
っ
て
・
・
・
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
大
人
し
く
し
て
ろ
っ
て
・
・
・
。
」

他
人
３
「
そ
う
よ
ね
ー
、
相
手
は
ド
ラ
ゴ
ン
だ
し
、
ド
ラ
ゴ
ン
を
持
っ
て
な
い

あ
た
し
ら

　
　
　
 

お
子
様
に
は
到
底
無
理
な
仕
事
よ
ね
ー
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ド
ラ
ゴ
ン
な
ら
・
・
・
。
」

で
ぶ
「
あ
？
」

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

ア
ル
フ
ォ
ス
が
走
り
出
し
た
。

で
ぶ
「
お
、
お
い
！
！
何
処
行
く
ん
だ
よ
！
！
！
大
人
し
く
し
て
ろ
っ
て
・
・
・

。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
直
ぐ
、
戻
っ
て
く
る
か
ら
！
！
！
」

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

ア
ル
フ
ォ
ス
は
、
家
へ
飛
び
込
み
、
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
僕
に
だ
っ
て
・
・
・
。
」
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カ
シ
ャ
ン

ア
ル
フ
ォ
ス
は
２
対
の
剣
を
持
ち
、
ま
た
家
を
飛
び
出
し
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
！
！
ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
！
！
」

シ
ュ
イ
ン
・
・
・

ア
モ
ン
「
ど
ー
し
た
ど
ー
し
た
、
や
け
に
騒
が
し
い
な
。
」

ラ
フ
ァ
「
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
、
あ
ち
ら
を
よ
く
見
な
さ
い
。
」

ア
モ
ン
「
あ
？
　
・
・
・
あ
ー
、
あ
り
ゃ
ず
い
ぶ
ん
と
派
手
に
や
っ
て
る
ね
。
」

ラ
フ
ァ
「
の
ん
き
な
こ
と
言
っ
て
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
！

　
　
　
　
こ
の
ま
ま
で
は
こ
こ
が
危
な
い
。
行
き
ま
し
ょ
う
、
ア
ル
フ
ォ
ス
さ

ん
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
う
ん
。
」

ガ
シ
ッ

ア
モ
ン
「
面
白
ぇ
。
や
っ
て
や
ろ
ー
じ
ゃ
ん
。
」

バ
サ
ッ
　
バ
サ
ッ
　
バ
サ
ッ

ア
ル
フ
ォ
ス
「
僕
に
だ
っ
て
・
・
・
で
き
る
！
！
！
！
」
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Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｌ
　
第
４
話
「
死
闘
・
・
・
、
い
や
初
闘
！
！
」

と
ー
さ
ん
「
お
り
ゃ
あ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
は
剣
を
思
い
切
り
振
り
下
ろ
し
た
。

す
る
と
竜
に
直
撃
し
た
。

と
ー
さ
ん
「
お
っ
し
ゃ
ぁ
！
！
」

竜
が
地
面
に
落
ち
る
と
、
竜
は
紫
色
の
粉
に
な
っ
て
飛
び
散
っ
た
。

と
ー
さ
ん
「
！
？
」

そ
の
あ
と
直
ぐ
紫
色
の
粉
が
密
集
し
、
ま
た
さ
っ
き
の
竜
に
戻
っ
た
。

と
ー
さ
ん
「
な
ん
だ
・
・
・
、
こ
い
つ
・
・
・
！
？
」

・
・
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
で
な
い
の
？
」

ア
モ
ン
「
で
ね
ー
よ
。
　
・
・
・
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
り
ゃ
厄
介
な
魔
法
だ
な

ァ
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
え
え
、
ま
さ
か
「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
」
を
使
用
す
る
と
は
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
魔
法
？
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
？
ご
め
ん
、
話
に
つ
い
て
い
け
な
い
。
」

ア
モ
ン
「
ま
ぁ
そ
う
だ
ろ
う
な
。
神
界
と
魔
界
の
話
だ
。
」

ラ
フ
ァ
「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
使
用
は
掟
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
は
ず
・
・
・

。
」

ア
モ
ン
「
ア
ホ
ぅ
。
こ
こ
は
人
間
界
だ
。
神
の
掟
も
何
も
ね
ー
よ
。
」

ラ
フ
ァ
「
し
か
し
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
は
使
用
者
に
も
大
き
な
代
償
が
求
め
ら
れ
る

物
・
・
・
。

　
　
　
　
そ
う
簡
単
に
使
う
者
は
い
な
い
で
し
ょ
う
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
っ
て
？
」

ラ
フ
ァ
「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
は
、
最
高
ク
ラ
ス
の
禁
断
魔
法
。

　
　
　
　
ド
ラ
ゴ
ン
一
匹
を
犠
牲
に
し
、
そ
の
魂
と
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
融
合
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
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一
匹
の
不
死
身
な
ド
ラ
ゴ
ン
が
生
ま
れ
る
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
不
死
身
・
・
・
？
」

ア
モ
ン
「
何
回
指
し
て
も
、
何
回
切
っ
て
も
、
ま
た
直
ぐ
に
復
活
す
る
よ
う
な

も
ん
だ
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
そ
ん
な
・
・
・
、
倒
し
よ
う
が
無
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」

ラ
フ
ァ
「
い
え
、
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
え
？
」

ア
モ
ン
「
ま
さ
か
・
・
・
、
俺
も
う
疲
れ
ん
の
ヤ
だ
よ
。
」

ラ
フ
ァ
「
文
句
言
っ
て
な
い
で
力
を
貸
し
な
さ
い
。
ア
ル
フ
ォ
ス
さ
ん
の
故
郷

が
危
な
い
ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
そ
れ
に
、
貴
方
は
私
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
」

ア
モ
ン
「
・
・
・
チ
ッ
、
仕
方
ね
え
な
ぁ
。
　
ア
ル
フ
ォ
ス
、
手
伝
え
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
え
、
僕
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ

！
！
？
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
と
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
、
竜
に
向
か
っ
て
急
降
下
し
て
い
っ
た
。

ア
モ
ン
「
う
っ
せ
ぇ
！
！
　
少
し
静
か
に
し
て
ろ
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ム
リ
だ
よ
ぉ
ぉ
お
お
お
！
！
」

ア
モ
ン
「
っ
た
く
・
・
・
、
い
い
か
？
俺
が
合
図
す
る
か
ら
、
そ
し
た
ら
こ
の

袋
を
俺
の
口
の
中
に
放
り
込
め
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
わ
か
っ
た
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
ぐ
ん
ぐ
ん
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
。

次
第
に
あ
の
竜
が
見
え
て
き
た
。

ア
モ
ン
「
今
だ
！
！
来
い
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
お
り
ゃ
っ
。
」

ア
モ
ン
ド
ラ
ド
の
お
腹
の
中
が
光
り
だ
し
た
。

・
・
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
・
・
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と
ー
さ
ん
「
く
そ
っ
・
・
・
、
キ
リ
が
な
い
・
・
・
。
」

「
グ
ア
ァ
ァ
！
！
！
」

ガ
キ
ィ
ン
！
！
！

と
ー
さ
ん
「
く
ぁ
っ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
の
父
の
目
の
前
に
大
き
な
竜
の
口
が
あ
っ
た
。

と
ー
さ
ん
「
・
・
・
！
！
！
」

シ
ュ
イ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
イ
イ
ン

バ
ゴ
オ
ォ
ォ
ン
！
！
！

「
ギ
ャ
ア
ア
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
」

バ
ァ
ン
！
！
！

竜
は
ま
た
、
紫
色
の
粉
に
な
っ
て
飛
び
散
っ
た
。

そ
の
横
か
ら
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
白
い
物
体
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

ラ
フ
ァ
「
ゲ
ー
ト
・
ト
ゥ
・
ヘ
ブ
ン
！
！
」

グ
ォ
ン
！
！
！

鈍
い
音
と
共
に
、
異
空
間
へ
繋
が
る
穴
が
空
中
に
ポ
ッ
カ
リ
と
開
い
た
。

紫
色
の
粉
は
、
そ
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
た
。

シ
ュ
ン
・
・
・

穴
が
ふ
さ
が
れ
た
。

そ
の
あ
と
直
ぐ
ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
は
、
空
中
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。

ア
モ
ン
「
ど
う
だ
っ
た
？
」

ラ
フ
ァ
「
上
手
く
い
き
ま
し
た
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
何
を
し
た
の
？
」

ラ
フ
ァ
「
異
空
間
へ
の
扉
を
開
き
、
そ
の
中
に
突
っ
込
ん
で
お
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
だ
け
を
排
除
す
る
た
め
に
神
々
が
創
っ
た
魔
法
で
す
。

」ア
ル
フ
ォ
ス
「
す
っ
げ
。
」

ア
モ
ン
「
し
っ
か
し
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
使
え
る
竜
っ
て
い
え
ば
、
魔
界
の
竜

ぐ
ら
い
か
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は
魔
界
の
竜
じ
ゃ
な
い
の
？
」
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ア
モ
ン
「
ヴ
ァ
カ
め
。
俺
は
神
界
の
竜
だ
ぞ
。
な
め
ん
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
　
そ
ー
だ
っ
た
ん
だ
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
ま
さ
か
、
ヤ
ツ
は
人
間
界
ま
で
を
も
支
配
し
よ
う
と
企
ん
で
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
「
ど
う
や
ら
そ
う
ら
し
い
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ヤ
ツ
？
支
配
？
ご
め
ん
、
話
に
つ
い
て
い
け
な
い
。
」

ア
モ
ン
「
ま
ぁ
そ
う
だ
ろ
う
な
。
神
界
と
・
・
・
、
ん
？
こ
の
セ
リ
フ
さ
っ
き

も
言
っ
た
よ
う
な
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
伝
説
に
よ
る
と
、
魔
界
の
王
ベ
リ
ア
ル
は
、
昔
神
界
を
滅
ぼ
し
、
自

分
達
の
も
の
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
。
」

ア
モ
ン
「
だ
け
ど
、
オ
ー
デ
ィ
ン
だ
の
ト
ー
ル
だ
の
に
邪
魔
さ
れ
て
、
失
敗
に

終
わ
っ
た
ん
だ
。

　
　
　
　
ザ
マ
ぁ
見
や
が
れ
っ
て
ん
だ
。
」

ラ
フ
ァ
「
何
と
か
逃
げ
切
っ
た
ベ
リ
ア
ル
は
、
魔
界
に
身
を
潜
め
、
何
か
強
大

な
物
を
造
っ
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す
。
」

ア
モ
ン
「
そ
し
て
、
四
神
を
引
き
連
れ
て
再
び
神
界
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
そ

う
な
。

　
　
　
　
だ
け
ど
こ
れ
ま
た
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
四
神
っ
て
？
」

ア
モ
ン
「
あ
？
ガ
ッ
コ
ー
で
習
わ
な
か
っ
た
の
か
？

　
　
　
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
と
ベ
ヒ
ー
モ
ス
と
ラ
ム
ウ
だ
よ
。

」ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
、
そ
れ
ゲ
ー
ｍ
・
・
・
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

ラ
フ
ァ
「
こ
れ
に
懲
り
て
、
も
う
何
千
年
も
ヤ
ツ
は
深
海
を
襲
っ
て
は
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
　
　
　
し
か
し
、
何
か
悪
寒
が
し
た
私
達
は
、
人
間
界
に
何
か
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
」

ア
モ
ン
「
そ
こ
で
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
俺
達
だ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ふ
ー
ん
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
ま
さ
に
、
予
想
が
的
中
し
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
」
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ア
モ
ン
「
感
じ
と
い
う
か
、
し
た
と
い
う
か
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
要
す
る
に
、
こ
の
地
球
が
危
な
い
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。
」

ア
モ
ン
「
ま
そ
ゆ
こ
と
だ
な
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
な
る
ほ
ど
そ
ー
ゆ
ー
こ
と
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
は
ぁ
！
？
」

・
・
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
・
・

「
お
い
、
今
の
見
た
か
・
・
・
？
」

「
あ
ぁ
、
し
っ
か
り
見
た
ぜ
・
・
・
。
」

「
白
銀
の
鱗
、
純
白
の
翼
。
」

と
ー
さ
ん
「
間
違
い
な
い
、
伝
説
の
竜
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
だ
・
・
・
。
」

タ
ッ
　
タ
ッ
　
タ
ッ
　

ニ
ク
ス
「
あ
の
ー
、
こ
こ
ら
で
何
か
大
騒
ぎ
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
来
た
の
で

す
が
・
・
・

　
　
　
　
何
か
あ
り
ま
し
た
か
？
」

と
ー
さ
ん
「
伝
説
の
竜
が
、
救
っ
て
く
れ
た
ん
だ
・
・
・
。

　
　
　
　
　
ハ
ハ
ハ
！
！
ハ
ハ
！
！
す
げ
ぇ
！
！
！
や
べ
ぇ
よ
！
！
！
！
」

　・
・
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
・
・

他
人
３
「
あ
た
し
、
聞
い
た
。
」

他
人
２
「
俺
も
聞
こ
え
た
ぜ
。
」

コ
カ
ゲ
「
さ
す
が
。
僕
は
あ
の
人
の
こ
と
信
じ
て
た
よ
。
」

デ
ブ
「
ア
ル
フ
ォ
ス
の
声
だ
っ
た
よ
な
・
・
・
。
」
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Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｌ
　
第
５
話
「
人
と
や
つ
ら
と
ヒ
ゲ
男
爵
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
ー
ぁ
。
疲
れ
た
。
」

ア
モ
ン
「
お
前
さ
っ
き
ま
で
ピ
ン
ピ
ン
し
て
た
の
に
何
に
疲
れ
た
ん
だ
よ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
排
除
手
伝
っ
た
じ
ゃ
ん
？
ア
レ
。
」

ア
モ
ン
「
俺
そ
の
後
の
こ
と
「
さ
っ
き
」
っ
て
言
っ
た
ん
だ
け
ど
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
へ
？
意
味
不
。
」

ア
モ
ン
「
こ
れ
だ
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
は
・
・
・
。

　
　
　
　
お
前
は
ニ
ク
ス
み
た
い
な
エ
ラ
い
子
に
は
絶
対
な
れ
な
い
だ
ろ
う
な
・

・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ニ
ク
ス
か
ー
・
・
・
。
カ
ッ
コ
い
い
よ
な
ー
。
み
ん
な
の
憧
れ

だ
。

　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
比
べ
て
僕
な
ん
か
・
・
・
、
僕
な
ん
・
・
・
ん
・
・
・
。

」ア
ル
フ
ォ
ス
が
泣
き
出
し
た
よ
う
だ
。

ア
モ
ン
「
・
・
・
。
お
い
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
。
何
か
言
っ
て
や
れ
。
」

ラ
フ
ァ
「
・
・
・
あ
の
、
こ
う
い
う
時
だ
け
私
に
フ
る
の
や
め
て
く
れ
ま
せ
ん

か
？
」

ア
モ
ン
「
だ
っ
て
俺
こ
う
い
う
の
苦
手
だ
も
ー
ん
。
」

ラ
フ
ァ
「
な
ん
て
無
責
任
な
・
・
・
。
　
ア
ル
フ
ォ
ス
さ
ん
、
そ
ん
な
に
落
ち

込
む
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

　
　
　
　
だ
っ
て
貴
方
は
私
た
ち
に
選
ば
れ
た
。

　
　
　
　
そ
れ
は
こ
の
島
で
誰
よ
り
も
偉
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
・
・
・
だ
ー
よ
ね
♪
　
僕
君
達
に
選
ば
れ
た
ん
だ
も
ん

ね
ー
♪

　
　
　
　
　
　
す
っ
げ
ー
や
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
の
表
情
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た
。

ア
モ
ン
「
立
ち
直
り
早
ッ
！
！
」

ラ
フ
ァ
「
ア
ル
フ
ォ
ス
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
」
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ア
ル
フ
ォ
ス
「
ラ
ー
ン
　
ラ
ー
ン
　
ラ
ー
ン
ラ
ラ
ー
ン
♪
」

ア
ル
フ
ォ
ス
は
ス
キ
ッ
プ
し
て
い
る
。

ガ
シ
ャ
ン
ガ
シ
ャ
ン
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
・
・
・

ア
ル
フ
ォ
ス
は
近
く
に
あ
っ
た
食
器
棚
に
衝
突
し
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ぃ
た
た
た
・
・
・
、
！
！
！
！
」

ア
モ
ン
「
あ
ー
、
ヤ
ッ
ち
ゃ
っ
た
。
　
俺
も
う
知
ー
ら
ね
。
　
ラ
フ
ァ
何
と
か

し
て
や
っ
て
。
」

ラ
フ
ァ
「
ま
た
私
で
す
か
・
・
・
。
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
も
手
伝
い
な
さ
い
。
貴
方

も
選
ん
だ
人
で
し
ょ
う
？
」

ア
モ
ン
「
し
ゃ
ー
ね
ー
な
、
や
っ
て
や
る
よ
。
」

「
な
ー
ん
の
音
だ
？
ア
ル
フ
ォ
ス
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
や
べ
ぇ
、
父
さ
ん
だ
。
皆
、
隠
れ
て
。
」

ア
モ
ン
「
ム
リ
。
」
ラ
フ
ァ
「
同
じ
く
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
剣
に
な
り
ゃ
い
い
で
し
ょ
！
！
」

ヴ
ン
・
・
・

二
匹
は
剣
に
な
っ
た
。

父
さ
ん
「
・
・
・
ア
ル
フ
ォ
ス
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
ー
、
父
さ
ん
、
こ
れ
は
ね
・
・
・
、
ち
ょ
っ
と
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
あ
ぁ
！
で
っ
、
で
も
、
ど
っ
、
ど
ー
せ
安
い
の
し
か
な
か
っ
た

だ
ろ
う
し
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
い
い
よ
ね
？
だ
い
じ
ょ
ー
だ
よ
ね
！
？
ね
！
！
？
？
ね
！
！
！

？
？
？
」

父
さ
ん
「
ス
ゥ
・
・
・
。
」

父
は
息
を
吸
い
込
ん
だ
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
や
っ
べ
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
は
と
っ
さ
に
耳
を
ふ
さ
い
だ
。

父
さ
ん
「
ま
ぁ
、
許
し
て
や
る
か
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
え
？
今
な
ん
て
・
・
・
、
許
す
っ
て
言
っ
ｔ
」
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父
さ
ん
「
ん
な
わ
け
あ
る
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
い
！
！
！
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

目
の
前
で
叫
ば
れ
た
ア
ル
フ
ォ
ス
は
、
目
を
カ
ッ
と
見
開
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
。
」

父
さ
ん
「
何
故
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
！
？
何
を
し
た
ら
こ
う
な
る
ん
だ
、
も

う
１
９
だ
ろ
お
前
！
！
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
訂
正
し
て
欲
し
い
。
も
う
す
ぐ
、
２
０
で
ｓ
」

父
さ
ん
「
お
前
は
だ
ま
っ
て
ろ
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
っ
！
！
」

ま
た
ア
ル
フ
ォ
ス
は
目
を
見
開
い
た
。

父
さ
ん
「
理
由
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
割
っ
た
皿
の
量
と
同
じ
量
、
今
す
ぐ
買
っ

て
来
い
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ハ
イ
！
！
」

父
さ
ん
「
ク
ソ
ッ
、
あ
い
つ
っ
た
ら
ま
っ
た
く
成
長
し
な
い
で
ブ
ツ
ブ
ツ
ブ
ツ

ブ
ツ
・
・
・
。
」

父
は
階
段
を
上
っ
て
い
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
は
ぁ
・
・
・
。
ノ
リ
で
返
事
し
た
は
い
い
け
ど
・
・
・
。
ど
う

や
っ
て
こ
れ
を
数
え
れ
ば
い
い
の
だ
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
し
か
も
無
事
な
皿
が
２
、
３
枚
程
度
し
か
な
い
だ
と
！
？
な

ん
て
こ
っ
た
！
！
」

ヴ
ン
・
・
・

ア
モ
ン
「
よ
ぉ
、
ど
う
だ
っ
た
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
怒
鳴
ら
れ
た
。
あ
と
短
い
説
教
と
か
。
」

ラ
フ
ァ
「
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
の
出
番
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

ア
モ
ン
「
知
ら
ね
ー
ぞ
。
・
・
・
皆
で
叫
ぼ
う
！
Ｉ
ｔ
｀
ｓ
 

Ａ
ｌ
ｌ
 

ｆ
ｉ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
！
」

し
ゅ
い
ぃ
ん
、
カ
ラ
ラ
ラ
・
・
・
。

割
れ
て
い
た
食
器
も
、
倒
れ
た
棚
も
、
全
て
元
通
り
に
な
っ
て
い
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
お
ー
、
す
げ
ー
っ
！
　
っ
て
い
う
か
完
璧
な
パ
ク
ｒ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
「
そ
う
い
う
こ
と
言
わ
な
い
の
！
」
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ラ
フ
ァ
「
何
は
と
も
あ
れ
、
直
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
り
が
と
う
、
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
。
」

ア
モ
ン
「
・
・
・
チ
ッ
、
俺
は
当
然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
だ
。
礼
は
い
ら
ん
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
フ
フ
ッ
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
「
あ
゛
？
何
が
お
か
し
い
。
」

ラ
フ
ァ
「
素
直
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
」

ア
モ
ン
「
・
・
・
？
」

ピ
カ
ッ
　
ガ
ラ
ガ
ラ
　
ド
シ
ャ
ー
ン
！
！

村
人
「
う
わ
ぁ
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
！
？
」

晴
天
の
空
か
ら
、
ふ
と
雷
が
落
ち
て
き
た
。

ア
モ
ン
「
何
だ
！
？
」

ガ
チ
ャ

外
に
出
る
と
、
真
っ
黒
な
雲
に
大
き
な
穴
が
ポ
ッ
カ
リ
開
い
て
い
て
、
そ
こ
か

ら
何
か
見
え
る
。

ラ
フ
ァ
「
ア
レ
は
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
し
、
知
っ
て
る
の
？
」

ア
モ
ン
「
あ
あ
、
神
界
じ
ゃ
随
分
有
名
だ
ぜ
。
」

ラ
フ
ァ
「
『
雷
神
 

ト
ー
ル
』
・
・
・
！
？
何
故
こ
こ
に
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
ぁ
、
そ
れ
も
確
か
ゲ
ー
ｍ
・
・
・
。
何
で
も
な
い
で
す
。
」

ピ
シ
ャ
ー
ン
！
！

ま
た
一
つ
、
落
雷
が
。

？
？
？
「
フ
ォ
ァ
ッ
、
フ
ォ
ァ
ッ
、
フ
ォ
ァ
ッ
。
こ
ん
な
所
に
お
っ
た
か
。
ラ

フ
ァ
エ
ル
ド
も
、
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
も
。
」

ア
モ
ン
「
何
し
に
来
た
ァ
！
！
ト
ー
ル
の
爺
さ
ん
よ
ォ
！
！
」

ト
ー
ル
「
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ん
の
か
。
い
や
、
知
ら
ん
ほ
う
が
い
い
か
も
な
。

　
　
　
　
フ
ォ
ァ
ッ
、
フ
ォ
ァ
ッ
、
フ
ォ
ァ
ッ
・
・
・
ゴ
ホ
ッ
　
ゴ
ホ
ッ
・
・
・

。
」

ア
モ
ン
「
教
え
ろ
。
」
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ト
ー
ル
「
ま
ぁ
待
て
。
慌
て
る
で
な
い
。
ゆ
っ
く
り
聞
け
。
」

ピ
ラ

ト
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
生
物
は
、
一
枚
の
紙
切
れ
を
広
げ
た
。

ト
ー
ル
「
え
ー
、
ウ
ォ
ッ
ホ
ン
。
我
々
は
、
人
間
界
を
滅
ぼ
し
、
征
服
に
来
た
。

　
　
　
　
よ
っ
て
、
邪
魔
な
キ
サ
マ
等
を
排
除
す
る
。
・
・
・
だ
そ
う
だ
。
」

ア
モ
ン
「
！
？
何
故
神
界
の
者
が
人
間
界
を
・
・
・
？
」

ラ
フ
ァ
「
何
者
か
に
よ
っ
て
操
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
「
そ
の
何
者
っ
つ
ー
の
は
、
ま
さ
か
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
え
え
、
恐
ら
く
、
ベ
リ
ア
ル
か
と
・
・
・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ベ
リ
ア
ル
っ
て
、
ま
さ
か
あ
の
ベ
リ
ア
ル
。
」

ア
モ
ン
「
そ
の
ベ
リ
ア
ル
し
か
い
ね
ー
よ
。
」

ト
ー
ル
「
・
・
・
ま
ー
な
ん
だ
か
知
ら
ん
が
、
ワ
シ
が
お
前
ら
を
倒
す
！
！
い

く
ぞ
！
！
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
な
ん
て
唐
突
な
ん
だ
！
！
」
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Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｌ
　
第
６
話
「
ど
こ
ぞ
の
パ
ロ
じ
ゃ
こ
ん
に
ゃ
ろ
ー
。
」

ト
ー
ル
「
ホ
レ
ホ
レ
ェ
！
！
」

ド
カ
ァ
ン
　
ド
カ
ァ
ン

ト
ー
ル
「
逃
げ
て
る
だ
け
じ
ゃ
ワ
シ
に
ゃ
勝
て
ぬ
ぞ
ぉ
！
！
」

ア
モ
ン
「
百
も
承
知
だ
ァ
！
！
！
」

ド
ッ
カ
ン
　
ド
ッ
カ
ン
　
ド
ッ
カ
ー
ン
！
！

無
数
の
落
雷
を
避
け
る
、
ア
ル
フ
ォ
ス
を
乗
せ
た
ア
モ
ン
ド
ラ
ド
は

ト
ー
ル
に
攻
撃
す
る
方
法
を
練
っ
た
り
し
て
い
た
。

ア
モ
ン
「
ラ
フ
ァ
を
使
う
し
か
な
い
よ
う
だ
が
・
・
・
。

　
　
　
　
ラ
フ
ァ
に
声
を
か
け
て
た
ら
俺
が
ト
ー
ル
の
雷
に
集
中
で
き
な
い
・
・

・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
僕
の
出
番
だ
ァ
！
」

ア
モ
ン
「
ん
？
あ
ぁ
、
お
前
が
・
・
・
、
そ
う
か
。
ア
ル
フ
ォ
ス
が
い
た
か
・
・

・
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
お
困
り
な
ら
ば
俺
様
を
呼
べ
！
な
び
く
白
髪
が
か
っ
こ
い
ー
ぜ

！
！

　
　
　
　
　
　
ラ
フ
ァ
ー
！
！
」

ラ
フ
ァ
「
は
い
・
・
・
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
そ
ん
な
と
こ
で
ボ
ー
ッ
と
見
て
な
い
で
、

　
　
　
　
　
　
お
前
も
協
力
し
や
が
れ
や
こ
の
ゴ
ミ
が
ー
！
！
」

ラ
フ
ァ
「
・
・
・
今
、
何
て
？
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
っ
て
ア
モ
ン
が
言
っ
て
た
よ
！
」

ア
モ
ン
「
！
！
」

ラ
フ
ァ
「
・
・
・
フ
フ
フ
・
・
・
、
い
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
て
、
後
で
じ
っ
く
り
い
た
ぶ
っ
て
や
り
ま
し
ょ

う
か
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
「
ア
ル
フ
ォ
ス
・
・
・
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
フ
ン
フ
ン
フ
フ
ー
ン
♪
」



30

ア
モ
ン
「
き
、
キ
サ
マ
ァ
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
消
え
な
、
ト
ー
ル
の
お
っ
さ
ん
！
！
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
は
そ
う
吐
き
捨
て
る
と
、
上
空
へ
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で

飛
び
上
が
っ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
お
ぉ
。
」

ア
モ
ン
「
関
心
し
て
ら
れ
る
場
合
じ
ゃ
ね
ー
よ
・
・
・
。

　
　
　
　
俺
逃
げ
る
。
」

シ
ュ
ッ

ア
ル
フ
ォ
ス
は
空
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ぎ
ゃ
ふ
ー
ん
。
」

ド
サ

地
面
か
ら
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
ら
し
い
。

～
上
空
～

ト
ー
ル
「
久
し
い
な
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
。
」

ラ
フ
ァ
「
こ
ち
ら
こ
そ
・
・
・
。

　
　
　
　
・
・
・
あ
の
、
私
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
て
る
ん
で
、
さ
っ
さ
と
終
わ
ら

せ
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

ト
ー
ル
「
ま
あ
、
待
て
。
そ
う
焦
ｒ
・
・
・
」

ラ
フ
ァ
「
待
っ
て
ら
れ
っ
か
よ
ォ
！
！
！
」

ブ
シ
ュ

ト
ー
ル
「
・
・
・
！
！
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
は
、
一
瞬
で
ト
ー
ル
の
横
を
払
い
抜
け
、
懐
を
引
っ
か
い
た
。

ト
ー
ル
「
く
っ
・
・
・
、
強
く
な
っ
た
よ
う
だ
な
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
た
ま
た
ま
・
・
・
で
す
よ
ッ
！
！
」

ガ
ッ

ト
ー
ル
「
グ
バ
ァ
っ
！
！
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
は
、
人
の
形
に
に
た
ト
ー
ル
の
鳩
尾
に
肘
打
ち
を
叩
き
込
ん
だ
。

ト
ー
ル
「
う
ぐ
ッ
！
」

連
続
攻
撃
だ
！
前
方
へ
吹
っ
飛
ん
だ
ト
ー
ル
に
向
か
っ
て
火
球
を
吐
い
た
。
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ト
ー
ル
「
ギ
ャ
ア
！
！
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
は
、
も
っ
と
上
空
へ
飛
び
上
が
り
、
な
に
や
ら
魔
法
陣
の
よ
う

な
モ
ノ
を
作
り
出
し
た
。

ラ
フ
ァ
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ホ
ー
リ
ー
！
」

バ
ギ
ョ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
（
音
）

そ
う
い
う
と
、
魔
法
陣
か
ら
極
太
の
レ
ー
ザ
ー
が
ト
ー
ル
に
向
か
っ
て

飛
ん
で
い
っ
た
（
？
）
。

ト
ー
ル
「
や
め
ろ
、
こ
、
殺
す
な
！
殺
さ
な
い
で
ク
レ
ェ
！
！
！
」

ギ
ャ
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！

ア
モ
ン
「
・
・
・
。
（
地
獄
の
時
間
が
や
っ
て
き
た
・
・
・
）
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ま
さ
か
・
・
・
、
殺
す
な
ん
て
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
（
小
）
殺
し
て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ
ー
（
小
終
）
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
゛
？
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
が
羽
音
と
共
に
降
り
て
き
た
。

ラ
フ
ァ
「
私
は
た
だ
、
神
界
へ
返
し
て
あ
げ
た
だ
け
で
す
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ど
ゆ
こ
と
じ
ゃ
ー
。
」

ラ
フ
ァ
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ホ
ー
リ
ー
と
い
う
の
は
、
相
手
を
ぶ
っ
潰
す
と
か
、
そ

っ
ち
系
じ
ゃ
な
く
て
、

　
　
　
　
場
所
移
動
の
た
め
に
作
ら
れ
た
魔
法
な
ん
で
す
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
に
し
ち
ゃ
あ
、
や
た
ら
派
手
だ
し
、
い
か
に
も
殺
り
そ
う
な
魔

法
だ
し
・
・
・
。
」

ラ
フ
ァ
「
私
も
昔
の
神
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
」

ラ
フ
ァ
エ
ル
ド
は
、
微
笑
み
な
が
ら
答
え
た
。

ア
ル
フ
ォ
ス
「
僕
も
わ
か
ん
ね
ぇ
ｗ
　
そ
う
い
や
、
ア
モ
ン
は
い
ぢ
め
な
い
の

？
」

ラ
フ
ァ
「
あ
、
え
ぇ
。
も
う
ト
ー
ル
を
色
々
や
っ
て
た
ら
気
が
済
み
ま
し
た
。
」

ア
モ
ン
「
あ
ー
、
良
か
っ
た
。
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
あ
、
ア
モ
ン
い
た
の
。
」

ラ
フ
ァ
「
あ
ぁ
、
い
た
ん
で
す
か
。
な
ら
話
は
別
・
・
・
。
」

ア
モ
ン
「
な
ん
だ
と
ォ
！
！
」
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ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！

マ
テ
や
ゴ
ル
ァ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！

ア
ル
フ
ォ
ス
「
ハ
ハ
ハ
。
仲
が
い
い
ね
、
あ
の
二
匹
。
」

「
ア
ル
フ
ォ
ス
ー
！
！
」

ア
ル
フ
ォ
ス
「
・
・
・
？
父
さ
ん
！
？
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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